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放射0環状交通ネットワーク網での平均移動距離考察  
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われわれのモデルでは都市の形状は半径が1である  

単位円、道路交通網は郡市のなかでそれぞれ均等に分  

けられた、†乃個の環状路とm個の放射路からなる理想  

的なものと仮定する（図1）。一九交通の種類に関して  

は道路システムにもっとも影響を与える通勤交通を想  

定し、車による通勤者の居住分布と就業分布はそれぞ  

れHorwoo可2トSIneed囲によって提案された、α＝1  

のSimplePowerMo（1elに従うものとする。具体的に、  

SimplePowerModelでは確率密度関数は  

g（r，β）＝諾（0≦r≦1，α＜2）  （1）  

で表されており、特にα＝0の場合、関連研究では  

SmeedCityとも呼ばれている（図2）。   

上で述べられたモデルにおいて、平均移動距離は具  

体的に、車による通勤者の居住分布と就業分布を、放  

射路と環状路が交わる点を代表点とする点集合に集約  

させ、すべてのトリップは一つの代表点から出発し、  

もう一つの代表点で終了するものと仮定して算出する。  

ここで、一人の車による通勤者の居住地や就業地を表  

す代表点は、この通勤者の居住地あるいは就業地から  

まず環状方向、続いて放射方向に沿って移動した場合、  

最短移動経路となるものを選ぶとする。また、円形都  

市中心及び円形都市境界での点集合における通勤者数  

（出発、終了）についても少々調整を加える。実際に、  

Blumenfeld【1】のBristol、Londonなどにおける実例か  

らも検証されたように、SimplePowerModelは中心  

部と境界那においては現実データとズレが生じるため、  

この種の調整は、マクロ的観点から実際の都市交通シ  

ステムの本質をより正確に捉える意味でも、妥当であ  

ると考えられる。   

α＝1のとき、SimplePowerModelにおいて、中心  

からr離れている幅△rの環状地域内での、車による  

通勤者数は居住、就業ベースともに  

1はじめに   

都市のなかで、 

る考察は都市交通システム全体の効率牲の観点から考  

えて重要なのは勿論のこと、ガソリンなどエネルギの  

消耗や排気ガスによる大気汚染などにも直接影響を与  

えるため、多くの関連研究が積極的に行われている。   

本文は既存研究の流れに引き継ぎ、車による通勤を  

考慮した交通ネットワークモデルをもとに、放射路、環  

状路の数と平均移動琵巨離との関係を定塵的に導いてみ  

る。また、Oyama、Taguchi［3］［4】によって提案された  

最短経路数え上げ問題との関連についても調べてみる。  

2 モデルの仮定  

－・般に、平均移動距離は対象となる交通ネットワー  

ク網、交通の種類とそのOD分布によって定められる。  

図1交通ネットワークモデル   
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と、△rだけに依存するものの、rとは関係ないことか  

ら、円形都市の中心と一 番外の環状路上の点集合にお  

ける通勤者総数（出発、終了）は、その他のいずれかの  

環状路上の点集合での通勤者総数の半分になることと、  

中心と一番外の環状路での点集合を除く、円形都市内  
での各代表点における通勤者数（出発、終了）は一様で  

あること（一番外の環状路上の各代表点の通勤者数は  

ちょうどその半分）が尊かれる。  
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図2SimplePowerModel  
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3 最短経路数え上げ問題との関連  

最短経路数え上げ問題はさまざまな特徴をもつネッ  

トワーク網を対象に提案されたものであり（Oya．Ⅰ－1a、  

Ta・g－1Clli【3】【4】）、そ▲の有効性は東京などの諸都市におい  

ても実証され、最近はこの分野では連結安定性などの  

関連研究が戚んに行われている。図1で述べられた交  

通ネットワーク網を例に最短経路数え上げ問題を説明  

すると要するに、中心を含む各代表点からその他の代  

表点に向けて、それぞれ1単位の交通が唯一の最短経  

路に沿って発生したとするとき、各道路セグメント（道  

路の隣接している代表点の間の部分）の交通量を、そ  

の重要度を表す指標として導くものと考えてよい。   

すると、最短経路数え上げ問題は前節で述べられた  

モデルにおいて、中心と－・番外の環状路上の各代表点  

における通勤者数をその他の各代表点の通勤者数と等  

しくなるよう調整を行ったケースに相当することがわ  

かり、この種のモデルにおける道路セグメントの定量  

的評価にも使えるものと思われる。   

4 交通ネットワーク網での平均移動距離  

実際に、都市では中心部は就業地、周辺部は居住地  

が密集しているため、木モデルでもこれを反映する形  

で、居件に関しては■、中心の通勤者数が0、一番外の環  

状路上の各代表点の通勤者数はその他のところの代表  

点の通勤者数と同じであるよう調整を行い、－一方、耽  

美に関しては、－・番外の現状路上の各代表点の通勤者  

数は0、中心の通勤者数はその他のいずれかの環状路  

上の点躾合での通勤者総数に等しいと仮定して、計算  

を進めていくことにする。   

以上の準備を経て、都市内の単による通勤者数がⅣ  

であるとし、これらの通勤者のLLl勤状況を想定すると、  

た番目の環状路上の各代表点では出勤者数はそれぞれ  

JL人割り当てられ、これらの出勤者の交通ネットワー  

rIl‖ ク網での平均移動距離  

砿＝【（た刊（た－2）＋（m一た・1）（用い－た＋2）】  
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TTl  

が導かれる。ここで、  

P＝【か1）＋（m－2p－1）】  （4）  

であり、pとは交通ネットワーク網のなかで、ラジア  

ン2の範囲に含まれている放射路の数のことである。   

よって、本交通ネットワークモデルでの、車による通  

勤者一人あたりの平均移動距離も次のように得られる：  

吐ゴ 

d＝孟芸dた＝；＋孟＋ Trl  
ア・（5）  

た＝1   

一方、Pについて詳しく考察すると、その値の範囲が  

であることがわかり、平均移動距離も  

打（〝い1）  

（7）  
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の間で変動することがわかる。ここで、  

2  A主（一ト（1－）＋  
房  

である（図3）。  
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図3 平均移動距離の近似値   

5 おわりに   

本文では串による通勤を考慮し、交通ネットワーク  

網での平均移動距離を数理的に導出した。また、提案  

されたモデルの、既存関連研究との関係についても調  

べてみた。数値計算や詳しい分析などは発表時に取り  

上げる予定である。   

本研究は文部省科学研究費（基盤研究（B）14380196）  

の援助を受けて行なわれた。ご指導ご助言いただいた  

代表者の伏見正則先生をはじめ分担者の先生方に深く  

感謝いたします。  
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